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結語

第九部　『人事興信録』分析の総括

第一章　『人事興信録』における富裕層

序

前号（5）の末尾に次の課題として、1930年に発生した昭和恐慌による「政
党株式会社」と富裕層への打撃について解明すると記述した 3）。 だが、本
研究でデータベース化した『人事興信録』は、第八版（1928年（昭和 3）
刊行）の次が第十版（1934年（昭和 9）刊行）であり、間が 5年空いてい
る。そのため、昭和恐慌とその後に発生した大きな経済変動の中で、富裕
層の状態を連続的に把握することは困難であることがわかった。
昭和恐慌以降の経済変動は、急激なデフレからインフレへ、産業界の大

規模な合理化と失業者の急増、満州事変を契機とする軍事費の膨張と軍需
産業の成長、農村部の豊作・凶作恐慌と輸出市場の途絶等、様々な要因か
ら引き起こされていた。1930年（昭和 5）から 1934年の 4年間の富裕層
の変化を『人事興信録』から読み解くためには、この期間中に刊行された
1931年（昭和 6）の第 9版をデータベース化する必要があり、そのために
は相当の時間と経費を要するので、他日を期すこととした。
そこで、本章はこれまでの「『人事興信録』（人事興信所）の研究（1）～（5）」

の完結編として、第一章では増田の分担執筆部分を振り返り、検討を補足
する必要があると考えた問題につき論述する。具体的には、富裕層上層を
どのように把握するのかという点であり、本稿では、『講談倶楽部新年号附
録　全国金満家大番附　附全国多額納税者一覧』4）を使って、これまで曖昧
であった富裕層上層の輪郭と資本主義経済の変動による変化を概観する。

3） 増田知子・佐野智也「『人事興信録』（人事興信所）の研究（5）」『名古屋大学
法政論集』281号、2019年 3月、251頁。

4） 『講談倶楽部新年号附録　全国金満家大番附　附全国多額納税者一覧』、1929
年 1月、大日本雄辨會講談社。同前、1931年 1月。同前、1934年 1月。
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なお、「全国金満家大番付」掲載者と『人事興信録』の採録者との重複
については、『人事興信録』1928年（昭和 3）第八版と「全国金満家大番付」
1929年（昭和 4）が、約 75％であり、『人事興信録』1934年（昭和 9）第
十版と「番付」1934年（昭和 9）は、約 57％であった 5）。したがって、前
者については、「全国金満家大番付」によって『人事興信録』の富裕層の
変化を概観することが可能であると考える。

一　（1）～（5）号の概要と検討課題
（1）号の第一部「近代日本の興信業における『人事興信録』」では、産
業革命期の日本社会において、産業化、都市化に対応する信用調査業（興
信業）が誕生する中、内尾直二の創業した人事興信所が独自のビジネスを
開始したことを解説した。人事興信所の編纂・発行した『人事興信録』は、
全国各地における戸籍調査に基づき、本人の経済的、社会的地位に加えて、
家族・親戚情報を網羅的に掲載していた点に特徴があった。家族情報の収
集・販売は、興信所や弁護士等によるビジネスとして成立していった。業
者は両親・子女の鑑定も行っており、富裕層を対象とする結婚市場の成立
及び女性の商品化の普及に相当の役割を果たしたと考えられる。
（2）号の第三部「明治後半から大正初期の社会変容」では、『人事興信録』
の採録者と購読者の双方の分析から、『人事興信録』には結婚市場における
富裕層家族の「カタログ」機能があったことを指摘した。また、産業革命期
の日本社会の「富豪」を調査した横山源之助の論考を参照して、当時の東京
と地方の地主、旧華族・旧大名家の家政、結婚についての考察を行った。さ
らに、横山の指摘による大実業家、旧大名家、旧公卿家の婚姻による「新貴族」
の形成を取り上げ、『人事興信録』の採録者、家族、親戚データからネットワー
ク図を作成し、そのハブとなっている人物を抽出する手法で検証を行った。
（3）号の第五部「結婚情報ビジネスの社会的基盤」では、（1）号で指摘
した結婚情報ビジネスにおいて「商品化」された富裕層の女性について、
様々な側面を取り上げ集中的に考察した。女戸主、一生を通じた女性の法
制度上の権利制限、開明派の渋沢栄一と福沢諭吉による女子高等教育論、
「良妻賢母」言説などを取り上げた。

5） 佐野の集計による。
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『人事興信録』は、家族制度と女性の分析に有効な資料であることがわ
かったが、他方で、家族欄、記述欄の人物の属性の抽出は、版毎に記述の
ルールが変遷し、内容も多岐にわたっているといった問題があった。機械
処理だけでは正確なデータを作ることができないのである。また、家族等
の経年変化を分析するためのデータ作成には、連続した版のデータ化が必
要であることがわかった。
ところで、『人事興信録』の歴史資料的価値として注目されるのは、近
代日本社会の富裕層上層の実体を把握できる点である。（2）号の第三部「明
治後半から大正初期の社会変容」では、『人事興信録』に採録されている
富裕層の分析を行うため、多額納税者（貴族院多額納税者議員候補者名
簿）6）、横山源之助の調査に基づく東京の大土地所有者、全国 50万円以上
の資産家（明治 44年「時事新報社調査　全國五拾萬圓以上資産家表」）7）

との照合、さらに横山の調査による旧大名家・旧公卿家の所得高（公債株
券、維新禄高）と全国 50万円以上の資産家のデータとを照合し検討し
た 8）。
こうした当時の調査による資産額や納税額のデータから、富裕層の最上

層の人物の一部を特定することができた。その人物たちの結婚を通じた
ネットワークについては、『人事興信録』データで参照人物（親戚）をネッ
トワーク図で示した。その結果、富裕層の上層のごく一部ではあるが、実
体を把握することができた 9）。
さて、新聞社、雑誌の調査記事からわかるように、明治期から富裕層の

上層は、「富豪」、「資産家」、「金満家」といった呼称で、社会的注目を浴
び続けた。これに「財閥」の名称が加わると、資本主義経済における支配
力が示されることになる。（4）号の第七部「大正後半から昭和初期の経済
変動と『人事興信録』」では、昭和初期の雑誌記事中、「富豪」が一般的に
用いられたほか、「大中小の財閥」という表現も見られた。こうした当時
の表現を援用しつつ、本文の記述でも「富豪」、「財閥」のほか、「大富裕層」、

6） 増田知子・佐野智也「近代日本の『人事興信録』（人事興信所）の研究（2）」、『名
古屋大学法政論集』276号、2018年 3月、232-233頁。

7） 『明治四十四年七月二十四日　時事新報第壱萬四號附録』、渋谷隆一編『明治期
日本全国資産家地主資料集　Ⅳ』柏書房、1984年、52-59頁。

8） （2）号、249-250頁。
9） （2）号、257-258頁。
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「富裕層の最上層」といった表現をしばしば用いた。だが、定義を明らか
にせずに用いており、言葉の言い換えに過ぎないという問題が残った。
もとより『人事興信録』は、経済社会における有力者とその家族を網羅

的に採録した人事情報誌であり、「富豪」、「財閥」と呼ばれた人物を具体
的に調べることができる。しかしながら、用語の定義を同書から直接導き
出せるわけではない。資本主義経済社会の主役を指し示す呼称でありなが
ら、その実体を明確にすることは容易ではないのである。
これと同じ課題を有している用語に「財界」、「財界人」という言葉があ
る。原朗氏は「財界」と題した論説において 10）、実体と定義が多義的に用
いられている用語に「財界」があるとして、次のように述べている。

 「ただし、「財界」なる語が使用されるとき、多かれ少なかれ「財界人」
という具体的な人物とむすびついてイメージされることが多い点に注意
を向けておいてよい。単なる経済事象のみについてではなく、それを動
かす人間が想定されるのが常である。その場合、これらの人間は、ひと
まず個別資本の代表者として「財界人」たる資格を与えられるが、たん
に個別資本あるいは特定産業の利害を代表する「経営者」ないし「実業
家」たるのみでは十分ではなく、さらにいわゆる総資本の利害の代弁者
としてふるまうことによって、「財界人」と認められるといってよい。」11）

個々の実業家は個別資本、総資本など多様な利害に基づいて行動してい
たと考えられ、その集合体としての「財界」は経済、政治の各側面におい
て、影響力を個別に発揮し、またはそれらの中枢を支配していたのであっ
た。しかしながら、その実体を明確に捕捉することは容易ではなく、特に
政治との関係について、原氏は次のように述べている。

 「「ウラの財界」を直接に把えようとする試みは不確実な根拠に基づいて
臆断を重ねる以外に、その輪郭すらも描けない場合が多い。経済的利害
と政治行動とを単純素朴に直結させる体の手法では、裏の財界自身を把

10） 原　 「財界」『近代日本研究入門　増補版』東京大学出版会、1983年、170-
192頁。

11） 同前 171頁。
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える能力すらないものと評されよう。」12）

したがって、原氏は「表」の「財界」と「財界人」のイメージを明確化
するため、主要経済団体関係者、大財閥主要役員、特殊銀行総裁、主要民
間銀行役員の 4種類の役割に注目し、財界（「金融界」「実業界」「経済界」）
を主導した東京商業会議所、日本工業倶楽部、日本経済連盟会とその幹部
の人名を挙げることで、「財界人」の顔ぶれと構成の変化を指摘している。
本研究では、新聞雑誌等で用いられた「富豪」、「財閥」の構成メンバー

につき、『人事興信録』データから人物履歴と家族、親戚関係を把握する
という手法を採用し、他の資料のデータと照合することで、近代日本社会
の富裕層上層の輪郭を明確にしようとしてきた。これは、原氏のアプロー
チと共通する点があると考える。だが、残念なことに、現状では、富裕層
のごく一部の側面を明らかにしたに過ぎない。そこで、次節以降ではより
直接的で包括的なデータを用いて、金融恐慌以後の富裕層上層の実体の解
明を進めたい。

二　金融恐慌から昭和恐慌初期の富裕層上層の変化
本節と次節で扱うデータは、娯楽雑誌の『講談倶楽部』の附録、『講談
倶楽部新年号附録　全国金満家大番附　附全国多額納税者一覧』の昭和 6
年 1月発行版と昭和 9年 1月発行版である。東京尚文社については未詳で
あるが、帝国興信所は、本研究（1）で取り上げた後藤文夫の創業した興
信所であり、依頼を受けた同社は総力を挙げて調査を行ったことが伝えら
れている 13）。次に掲げるのは、昭和 6年 1月の附録の巻頭に掲げられた「舌
代」である。「全国金満家大番付」は帝国興信所が、「全国多額納税者一覧」
は、東京尚文社が調査を行っていた。（下線は筆者註）

 「　講談倶楽部は、昭和 4年度新年号付録として『全国金満家番附』を
発行しました。然る処意想外な歓迎を博しましたが、爾後二個年間に於
ける財界の変動は、個人個人の財産の上に驚くべき変化を齎し、土地、

12） 同前 172頁。
13） 株式会社帝国データバンク創業百年記念プロジェクト百年史編纂室『情報の世
紀　帝国データバンク創業百年史』2006年、帝国データバンク、161-162頁。
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証券、商品等、あらゆる価値の低下は、その資産額を表す数字を異常に
狂はせました。『全国金満家番附』も勢ひ大改訂を余儀なくされました。
とはいへ一朝一夕に出来るものではない、調査の任に当たった帝国興信
所所員の苦心と努力とは、前回のそれに数倍するものがありました。が、
八ヶ月二百四十余日にわたる所員の熱誠と真剣な奮闘は、つひにこゝに
未曾有の大調査を完了致したのであります。
 　従つて、内容の正確さは天下独歩、声を大にしてこれを誇り得るので
ありますが、何を申すにも富豪諸家の大金庫の扉は、堅く閉ざされて居
て、容易に他の窺知するを許さぬところ、その調査の事故、中には多少
の錯誤もないとは限りますまい。校正の如きは五校六校、入念の上にも
入念に致しましたが誤植は絶無とは申されますまい。共々に其辺
は・・・・・。尚表中頭書の金額は正味の財産評価であることを終に申
添へて置きます。」

下線部にあるように、この昭和 6年新年号より 2年前、昭和 4年新年号
に、『全国金満家番附』と題した資産家番付表が『講談倶楽部』の附録 14）

として発行され、好評を博していた。初回調査は、1928年（昭和 3）の金
融恐慌期に行われていた。その後、1930年に浜口内閣は金解禁を実施し、
超緊縮政策と急激なデフレにより、「個人個人の財産の上に驚くべき変化
を齎し、土地、証券、商品等、あらゆる価値の低下は、その資産額を表す
数字を異常に狂はせ」ることとなった。したがって、初回調査及び第 2回
調査の昭和恐慌初期（5～ 12月）のデータを比較すれば、全国の資産家、「富
豪」がどのような打撃を被ったのかを概観できることになる。
初回調査（昭和 4年新年号附録）の「全国金満家大番付表」には、70万

円から 5億円の資産保有者が、3669名掲載されていた。資産額でみると、5
億～ 1億円は 18名、8千万～ 2千万円は 54名、1千 500万～ 1千万円は 83
名、950万～ 600万円が 70名、590万～ 500万円は 99名、480万～ 400万
円は 82名、390万～ 300万円が 196名、280万～ 200万円台が 378名、190
万円～ 100万円台が 1216名、95万円～ 70万円が 1473名となっている。資
産額の総計は、118億 6145万円に上った。平均すると 1人 323.2万円になる。

14） 『講談倶楽部』大日本雄弁会講談社、19巻 1号、1929年 1月。
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次の表は、上位の 5億円～ 2千万円の資産を有する 72名の氏名と肩書
きである。「財閥」、「富豪」に相当する人物が名を連ねていることがわかる。
『人事興信録』昭和 3年（八版）と照合したところ、人物の大半が採録さ
れていた。

資産額
（単位：万円） 肩書 氏名 住所

1 50000 三菱銀行役員男爵 岩崎久彌 東京
2 50000 三井合名男爵 三井八郞右衞門 東京
3 43000 三菱合資社長男爵 岩崎小彌太 東京
4 20000 三井銀行社長 三井源右衞門 東京
5 20000 住友合資代表男爵 住友吉左衞門 兵庫
6 17000 三井鑛山社長 三井元之助 東京
7 16000 安田銀行頭取 安田善次郞 東京
8 15000 三菱合資社員 岩崎彥彌太 東京
9 15000 三井信託代表男爵 三井高精 東京

10 15000 大倉組頭取男爵 大倉喜七郞 東京
11 13000 古河銀行頭取男爵 古河虎之助 東京
12 12000 三井鑛山役員 三井高修 東京
13 10000 鑛業地主貸金 中野忠太郞 新潟
14 10000 旭硝子社長 岩崎俊彌 東京
15 10000 會社役員 岩崎恒彌 東京
16 10000 會社役員 岩崎隆彌 東京
17 10000 會社役員 岩崎輝彌 東京
18 10000 三井合名監事男爵 三井壽太郞 東京
19 8000 會社役員 根津嘉一郞 東京
20 8000 日本畫夜銀行頭取 安田善四郞 東京
21 8000 會社員 安田新 東京
22 8000 三井物產社長 三井守之助 東京
23 7000 鴻池銀行頭取男爵 鴻池善右衞門 大阪
24 7000 時計店主 服部金太郞 東京
25 7000 舊金澤藩主侯爵 前田利爲 東京
26 7000 舊佐賀藩主侯爵 鍋島直映 東京
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27 6000 土地賣買貸地 三井辨藏 東京
28 6000 帝國海上保險社長 安田善五郞 東京
29 6000 安田柳子 東京
30 5000 山口銀行社長 山口吉郞兵衞 大阪
31 5000 帝國海上保險役員 安田善衞 東京
32 5000 三井鑛山役員 三井高達 東京
33 5000 貸地貸家 堀越角次郞 東京
34 5000 會社役員 安田彥太郞 東京
35 5000 安田商事社長 安田善助 東京
36 5000 三井高昶 東京
37 4000 野村合名代表 野村德七 大阪
38 4000 大正海上保險役員 三井高光 東京
39 3500 第三銀行會長 安田善兵衞 東京
40 3500 松坂屋社長 伊藤次郞左衞門 名古屋
41 3000 岸和田紡績社長 寺田甚與茂 岸和田
42 3000 農 本間光彌 山形
43 3000 海運 板谷宮吉 小樽
44 3000 酒造 辰馬吉左衞門 西宮
45 3000 貸地貸家 和田久左衞門 大阪
46 3000 攝津貯蓄銀行頭取 岸本五兵衞 大阪
47 3000 岸本汽船社長 岸本兼太郞 大阪
48 3000 博文館 大橋新太郞 東京
49 3000 舊高松藩主伯爵 松平賴壽 東京
50 3000 富士製紙社長 大川平三郞 東京
51 3000 舊高知藩主侯爵 山內豐景 東京
52 3000 綿布金巾 前川太郞兵衞 東京
53 3000 貸地貸家 峰島茂兵衞 東京
54 3000 貝島鑛業社長 貝島榮四郞 福岡
55 2500 野田醤油役員 茂木七郞右衞門 千葉
56 2500 製革 新田長次郞 大阪
57 2500 舊名古屋藩主侯爵 德川義親 東京
58 2500 舊和歌山藩主侯爵 德川賴貞 東京
59 2500 川崎定德合資代表 川崎八右衞門 東京
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60 2500 舊萩藩主公爵 毛利元昭 東京
61 2100 大阪三品取引所役員 福田政之助 大阪
62 2000 地主 齋藤善右衞門 宮城
63 2000 金融 風間幸右衞門 山形
64 2000 西脇銀行社長地主 西脇濟三郞 新潟
65 2000 モスリン綿布 山口玄洞 大阪
66 2000 舊鹿兒島藩主公爵 島津忠重 東京
67 2000 逓信大臣 久原房之助 東京
68 2000 東京山口銀行頭取 山口誠太郞 東京
69 2000 林業 北村又左衞門 奈良
70 2000 貸地貸金 相馬哲平 函館
71 2000 地主 馬場正治 富山
72 2000 大同生命社長 廣岡惠三 兵庫

次の表は、前掲の資産額上位者に 28名を加えて 100名とし、金融恐慌
期の 1928年（昭和 3）と昭和恐慌初期の 1930年（昭和 5）の資産額を比
較したものである 15）。この 100名は「財閥」、「富豪」に相当する人物たち
であるが、「個人個人の財産の上に驚くべき変化を齎し」と記されたように、
資産の増減が顕著に現れている。（↑↓＝で表示）

人名
金融恐慌　1928年
（昭和 3）調査

（万円）

昭和恐慌 1930年
（昭和 5）調査

（万円）
資産の増減

1 岩崎久彌 50000 40000 　　　　↓
2 三井八郞右衞門 50000 40000 　　　　↓
3 岩崎小彌太 43000 40000 　　　　↓
4 三井源右衞門 20000 40000 ↑
5 住友吉左衞門 20000 40000 ↑
6 三井元之助 17000 40000 ↑
7 安田善次郞 16000 40000 ↑

15） 各「金満家大番付」の比較データは佐野の作成による。
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8 岩崎彥彌太 15000 40000 ↑
9 三井高精 15000 40000 ↑

10 大倉喜七郞 15000 40000 ↑
11 古河虎之助 13000 40000 ↑
12 三井高修 12000 40000 ↑
13 中野忠太郞 10000 40000 ↑
14 岩崎俊彌 10000 40000 ↑
15 岩崎恒彌 10000 40000 ↑
16 岩崎隆彌 10000 40000 ↑
17 岩崎輝彌 10000 40000 ↑
18 三井壽太郞 10000 40000 ↑
19 根津嘉一郞 8000 40000 ↑
20 安田善四郞 8000 7000 　　　　↓
21 安田新 8000 6000 　　　　↓
22 三井守之助 8000 7000 　　　　↓
23 鴻池善右衞門 7000 8000 ↑
24 服部金太郞 7000 4000 　　　　↓
25 前田利爲 7000 6000 　　　　↓
26 鍋島直映 7000 7000 　　＝
27 三井辨藏 6000 5000 　　　　↓
28 安田善五郞 6000 5000 　　　　↓
29 安田柳子 6000 5000 　　　　↓
30 山口吉郞兵衞 5000 5000 　　＝
31 安田善衞 5000 3000 　　　　↓
32 三井高達 5000 5000 　　＝
33 堀越角次郞 5000 4000 　　　　↓
34 安田彥太郞 5000 3000 　　　　↓
35 安田善助 5000 4000 　　　　↓
36 三井高昶 5000 5000 　　＝
37 野村德七 4000 3000 　　　　↓
38 三井高光 4000 3000 　　　　↓
39 安田善兵衞 3500 2500 　　　　↓
40 伊藤次郞左衞門 3500 3000 　　　　↓
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41 寺田甚與茂 3000 3000 　　＝
42 本間光彌 3000 （2000）
43 板谷宮吉 3000 5000 ↑
44 辰馬吉左衞門 3000 6000 ↑
45 和田久左衞門 3000 2500 　　　　↓
46 岸本五兵衞 3000 3000 　　＝
47 岸本兼太郞 3000 3000 　　＝
48 大橋新太郞 3000 2500 　　　　↓
49 松平賴壽 3000 3000 　　＝
50 大川平三郞 3000 500 　　　　↓
51 山內豐景 3000 3000 　　＝
52 前川太郞兵衞 3000 2500 　　　　↓
53 峰島茂兵衞 3000 2000 　　　　↓
54 貝島榮四郞 3000 2000 　　　　↓
55 茂木七郞右衞門 2500 （2500）
56 新田長次郞 2500 3000 ↑　　　
57 德川義親 2500 5000 ↑
58 德川賴貞 2500 2000 　　　　↓
59 川崎八右衞門 2500 2500 　　＝
60 毛利元昭 2500 2500 　　＝
61 福田政之助 2100 1000 　　　　↓
62 齋藤善右衞門 2000 3000 ↑
63 風間幸右衞門 2000 800 　　　　↓
64 西脇濟三郞 2000 2000 　　＝
65 山口玄洞 2000 3000 ↑
66 島津忠重 2000 2000 　　＝
67 久原房之助 2000 2000 　　＝
68 山口誠太郞 2000 1500 　　　　↓
69 北村又左衞門 2000 2000 　　＝
70 相馬哲平 2000 3000 ↑
71 馬場正治 2000 2000 　　＝
72 廣岡惠三 2000 400 　　　　↓
73 諸戶精太 1500 1500 　　＝
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74 範多龍太郞 1500 500 　　　　↓
75 外村與左衞門 1500 2000 ↑
76 高取九郞 1500 1000 　　　　↓
77 田中平八 1500 1200 　　　　↓
78 安田次郞 1500 1200 　　　　↓
79 原六郞 1500 1500 　　＝
80 片倉兼太郞 1500 800 　　　　↓
81 松浦厚 1500 1000 　　　　↓
82 島津忠承 1500 1000 　　　　↓
83 望月軍四郞 1500 1200 　　　　↓
84 森村市左衞門 1500 1500 　　＝
85 岡橋淸左衞門 1500 1500 　　＝
86 伊藤長次郞 1500 700 　　　　↓
87 近藤友右衞門 1500 2500 ↑
88 麻生太吉 1400 900 　　　　↓
89 土井八郞兵衞 1300 1000 　　　　↓
90 廣海二三郞 1300 1500 ↑
91 岡谷惣助 1300 1200 　　　　↓
92 川喜田久太夫 1200 1000 　　　　↓
93 瀧信四郞 1100 1200 ↑
94 安川敬一郞 1030 500 　　　　↓
95 野崎丹斐太郞 1000 1000 　　＝
96 岸村德平 1000 700 　　　　↓
97 渡邊甚吉 1000 1000 　　＝
98 矢代仁兵衞 1000 1000 　　＝
99 市田彌枝 1000

100 田附政次郞 1000 1000 　　＝

［備考］
・ 42本間光彌については、昭和 4年に長男の本間光正が家督を相続し、
昭和 5年調査の「全国金満家大番付」の資産額では 2千万円となってい
る。（『人事興信録』1934年（昭和 9）第十版）
・ 55茂木七郞右衞門については、昭和 4年に長男の茂木順三郎が家督を
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相続し、昭和 5年調査の「全国金満家大番付」の資産額では 2千 500万
円となっている。（『人事興信録』第十版）
・ 99市田彌枝については、入夫の市田弥吉郞が昭和 8年に家督を相続し
ているが、資産の継承については不明である。（『人事興信録』第十版）

三　昭和恐慌以降の富裕層の変化
本節では、『講談倶楽部』の「全国金満家大番付」について、前節で扱っ

た昭和 4年新年号附録（初回、昭和 3年調査）、昭和 6年新年号附録（第 2回、
昭和 5年調査）に加えて、昭和 9年新年号附録（第 3回、昭和 8年の調査）
のデータを比較検討する。3回目の調査もまた、帝国興信所が総力を挙げ
て取り組んだ事業であり、「はしがき」には、次のように述べられている。

 「前回の発行は昭和六年でありましたが、爾後今日に至る三年間は、国
家経済に於ても亦個人経済に於ても、実に多事多忙を極め、随つて富豪
諸家の身上にも各種の波乱起伏があり、番付面は、こゝに大訂正を要す
ることになりました。そこで本誌は、三たび帝国興信所を煩はして、全
国資産家の根本的大調査を敢行することになつたのであります。
 　然し、何を申すも難中の難事とされる富豪諸家の資産調査であります
から、帝国興信所各位の奮闘と努力は並大抵のものではなく、精査又精
査、研究又研究、全国五十八ヶ所の支社、二千余人の社員総動員で実に
半歳以上の日子を費し、漸くここに完成を見たのであります。」16）

次の表は、金融恐慌から昭和恐慌後にかけての富裕層の資産変化を示し
たものである。

資産額　（円）
金融恐慌 1928年
（昭和 3）調査
（人）

昭和恐慌 1930年
（昭和 5）調査
（人）

昭和恐慌後 1933年
（昭和 8）調査
（人）

5～ 1億 18 13 15

8000～ 2000万 54 67 66

16） 前掲『講談倶楽部新年号附録　全国金満家大番附　附全国多額納税者一覧』
1934年 1月。
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1500～ 1000万 83 66 70

950～ 600万 70 76 77

590～ 500万 99 85 102

480～ 400万 82 92 86

390～ 300万 196 171 195

280～ 200万 378 398 373

190～ 100万 1216 1237 1370

95～ 70万 1473 1376 1223

（60万） － － （465）
（50万） － － （1421）

総人数 3669 3581 3577
（5463）

総資産額 118億 6145万 111億 2860万 119億 6030万
（129億 4980万）

第 2回の昭和 5年調査では、最上位が前回から 1億円減って 4億円（岩
崎久彌）となっている。最低が 70万円の資産家という点は同じであるが、
資産家の合計は 3581名であり、88名の減少となっている。資産総額は、
111億 2860万円である。前回より 7億 3285万円減少している。
資産額区分毎の人数にも増減が見られ、前節の検討をふまえると、代替

わりのほか、富裕層からの脱落者、階層間での上下（転落、上昇）移動が
あった可能性がある。平均は、310.7万円であり、前回調査と比較すると
12.5万円の減少となる。二度の恐慌の打撃を受けた富裕層は、恐慌初期の
時期に人数の減少、階層からの脱落が生じていたといえる。
第 3回の昭和 8年調査では、最高額が 4億 5千万円（岩崎久彌）で、こ

れまでより 20万円少ない 50万円までの資産家が対象となっている。（上
掲表中に（　）で表示している。）。総資産額は 129億 4980万円であり、
前回より 18億 2070万円の増加となっている。第 1回、第 2回と同じ 70
万円以上の資産区分者だけで比較すると、資産額の総計は 119億 6030万
円であり、8億 3170万円の増加となる。人数は 3577人でほぼ同数である。
平均すると 334.3万円で、前回と比べ 23.6万円増加している。第 1回調査
と比べると 11.1万円の増加であり、金融恐慌期を上回ったことになる。
これは、満州事変以後の軍需景気により、恐慌から脱出し、好景気に転じ
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ていたことの現れだと考えられる。
ところで、第 3回調査から新たに加えられた 60万～ 50万円の資産家に
注目すると、その 1886名の資産総額は 9億 8950万円となり、全体の 7.6％
を占めていた。この 50万～ 60万円の資産保有者の資産総額は、前回調査
（70万円以上）からの増加分、8億 3170万円を上回っている。これは富裕
層の拡大を示しているが、この下層部分を社会の中間層とみるかどうかに
ついては、今後の検討課題となる。
最後に、「全国金満家大番付」の付録として掲載されている「全国多額
納税者一覧」のデータを取り上げる 17）。東京尚文社が 1930年（昭和 5）10
月に行った調査で、対象税種は所得税である。掲載者は全国道府県別の
11341名であり、納税額は 1千円以上が掲載されている。
ところで、所得税は第 1種～第 3種に区分されており、第 1種は銀行会

社等の法人の所得にかけられるもので、第 2種は法人、個人を問わず、公
債社債の利子、銀行預金・信託預金の利子等の特別な所得にかけられるも
ので、源泉課税方式がとられていた。第 3種は個人の所得にかけられるも
ので、東京尚文社の調査は第 3種所得税について行ったものと考えられる。
「金満家大番付」における保有資産に対する評価とは異なり、所得税額
には個人の 1年間の経済活動から得た純益が反映される。税率は 20段階
の累進課税となっており、最上位の 400万円を超える金額に対する税率は
36％であった 18）。下記の表は、納税額 2万円以上の上位 119名を示したも
のである。大半は会社重役で、一部に華族が入っている。当時の富裕層上
層の人物の肩書きが、会社重役、有爵者のいずれであっても、重役賞与、
株主配当を収入とする実業家、資本家としての性格を有していたことは、
本研究（4）（5）号で明かにしている。

順位 金額（円） 肩書 名前
1 763,742 男爵 三井八郞右衛門
2 621,440 男爵 岩崎久彌

17） 前掲『講談倶楽部新年号附録　全国金満家大番附　附全国多額納税者一覧』
1931年 1月。

18） 朝日新聞政治経済編集部 『朝日政治経済叢書・2・税の解説　―納税者の心得―』
1930年 7月、朝日新聞社、64-73頁。
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3 414,332 男爵 岩崎小彌太
4 371,362 會社重役 三井源右衛門
5 368,052 會社重役 三井元之助
6 355,556 男爵 三井高精
7 343,935 會社重役 三井高修
8 340,706 男爵 三井壽太郞
9 300,828 男爵 大倉喜七郞
10 237,466 會社重役 岩崎彥彌太
11 231,752 時計商 服部金太郞
12 143,938 講談社長 野間淸治
13 141,156 會社々長 馬越恭平
14 140,176 銀行頭取 山口誠太郞
15 133,644 銀行頭取 古河虎之助
16 131,276 會社重役 若尾璋八
17 126,836 會社重役 三井守之助
18 116,470 會社重役 田中榮八郞
19 110,812 侯爵 細川護立
20 107,168 會社重役 三井高達
21 106,138 會社重役 三井辨藏
22 105,096 會社重役 堀越角次郞
23 97,476 銀行頭取 安田善次郞
24 96,544 會社重役 三井高昶
25 90,640 會社重役 和田嘉衡
26 90,640 王子製紙 藤原銀次郞
27 88,088 食料品商 國分勘兵衛
28 78,600 會社重役 亡淺野總一郞
29 76,872 會社重役 藤山雷太
30 74,836 貴院議員 大橋新太郞
31 74,808 味の素 鈴木三郞助
32 70,728 會社重役 小倉常吉
33 67,972 郵船社長 各務鎌吉
34 65,604 工學博士 牧田環
35 63,204 會社重役 安川雄之助
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36 62,196 會社重役 淸水康雄
37 61,408 銅鐵商 河合佐兵衛
38 60,204 會社重役 南條金雄
39 57,028 會社重役 根津嘉一郞
40 55,776 會社重役 福井菊三郞
41 55,156 會社重役 有賀長文
42 55,120 貴院議員 末延道成
43 49,136 男爵 森村市左衛門
44 47,600 會社重役 門野幾之進
45 45,332 會社重役 大倉和親
46 44,724 三菱銀行 串田萬藏
47 43,452 會社重役 小野耕一
48 40,800 會社重役 淸水榮藏
49 40,515 會社重役 安田善四郞
50 40,104 國分平次郞
51 39,548 會社重役 安田善五郞
52 39,136 會社重役 淺野泰治郞
53 38,056 會社員 七海兵吉
54 37,696 綿布問屋 前川太郞兵衛
55 37,432 會社重役 鈴木寅彥
56 36,668 公爵 德川慶光
57 36,657 安田新
58 36,140 辯護士 岸淸一
59 35,816 花王石鹼 長瀨冨郞
60 35,032 銀行頭取 兒玉謙次
61 34,904 會社々長 小川市太郞
62 34,752 主婦之友 石川武美
63 34,488 會社重役 鹿島精一
64 34,412 醫學博士 佐藤達次郞
65 34,356 會社重役 檀野禮助
66 34,226 會社重役 長谷川太郞吉
67 34,208 染物商 伊藤琴三
68 34,068 會社重役 小池厚之助
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69 33,872 會社重役 淺野良三
70 32,860 會社重役 澁澤敬三
71 32,504 會社重役 山本元三郞
72 32,288 會社重役 益田太郞
73 31,992 會社重役 山中勇
74 30,932 會社重役 鮎川義介
75 30,416 雜誌社長 增田義一
76 30,040 三井銀行 池田成彬
77 29,882 會社重役 若尾鴻太郞
78 29,860 會社重役 磯野長藏
79 29,844 土木請負 水谷庄次郞
80 29,500 貴院議員 磯村豐太郞
81 29,120 三菱重役 木村久壽彌太
82 28,362 銀行重役 川崎八右衛門
83 28,312 會社重役 相馬半治
84 28,286 會社重役 武智直道
85 27,528 會社員 竹尾年助
86 26,996 會社重役 渡邊嘉一
87 26,642 會社重役 鈴木三郞
88 26,592 品川製作 武鶴次郞
89 26,376 會社重役 宮島淸次郞
90 25,632 銀行員 筧元貞
91 25,260 軍人 毛利元道
92 24,496 會社重役 村井保固
93 24,496 安田柳子
94 24,488 銀行重役 今井利喜三郞
95 24,293 侯爵 淺野長勳
96 24,240 會社重役 馬越幸次郞
97 24,120 會社重役 菊本直次郞
98 23,932 出版業 西野奈良榮
99 23,148 前山久吉
100 23,092 會社重役 藤田政輔
101 22,496 株式仲買 小布施新三郞
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102 22,324 會社重役 白石元治郞
103 22,064 男爵 鄕誠之助
104 22,032 時計商 小林忠承
105 21,928 侯爵 德川義親
106 21,808 株仲買 山中淸兵衛
107 21,806 中將湯 津村重舍
108 21,786 株式仲買 望月乙彥
109 21,653 ミツワ本舖 三輪善兵衛
110 21,573 會社重役 正田貞一郞
111 21,460 會社重役 米山梅吉
112 20,770 伯爵 阿部正直
113 20,729 官吏 伊東太郞
114 20,572 會社重役 大塚榮吉
115 20,544 會社重役 植村澄三郞
116 20,496 會社重役 鹽原又策
117 20,208 會社重役 藤井市三郞
118 20,176 建築技師 橫河民輔
119 20,116 會社重役 武村貞一郞

以上、日本の昭和初期の富裕層最上層の資産と納税（所得税）者の上位
リストについて概観した。本研究は、歴史上、「財閥」「富豪」と呼ばれた
人物、一族について、社会の富裕層としてどのように位置づけるのか、ま
た、富裕層上層における経済と政治に対する影響力、支配力をどのように
把握するのか、という問題に取り組んできた。そのため、前述した原 氏
の設定した課題－「財界」「財界人」の実体の把握と輪郭の明確化をどの
ように行うのか－を参考に、人物と社会的属性に着目するアプローチを
採ってきた。本研究（1）～（5）を通じて言えることは、『人事興信録』
1915年（大正 4）の第四版、1928年（昭和 3）の第八版のデータベース化
とその分析により、糸口はつかめたと考える。今後、さらに『人事興信録』
のデータベース化を進めることで、より精度の高い検証と考察を行ってい
きたいと考える。
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第二章　『人事興信録』第十版・ 第十四版の同質性と変化

一　記載項目・形式の変化
本稿は、これまでおこなってきた『人事興信録』第四版と第八版の分析

に対して、新たに第十版（昭和 9（1934）年 10月）と第十四版（昭和 18（1943）
年 10月）に関する事項を加えるものである。第十版、第十四版でも、こ
れまでの記載項目・形式が基本的には踏襲されているが、以下のような変
化が見られる。

（1）　第八版から第十版の変更点
i．所得税と営業税
第十版から、所得税と営業税が記載されるようになる。具体的には、「Ａ
二三二七Ｂ一三九」といった形式で記載されており、凡例に「Aは所得税、
Bは営業収益税の略号」であると説明されている。

ii．採録者名の括弧書き
採録者名部分に、括弧書きで別名が表示されている場合がある。括弧書

きが付いている採録者は、129名いる。括弧内の記載は、雅号や芸名、旧
名や通称などの場合とこれとは逆に、括弧内が本名の場合とがある。「阿
部章藏（水上瀧太郞）」は前者の例であり、「荒木十畝（悌二郞）」は後者
の例である。
また、この例からもわかる通り、括弧内の記載は、名字が同じ場合は、

名前のみが記載される。この他、「成澤金兵衞（號玲川）」や「由利正通（ 通
稱韶邦）」のように、括弧内の名称が何を示しているのかが明示されてい
る場合もある。
採録者名に括弧書きが付いている場合、『人事興信録』の他の版や『人事

興信録』以外の文献・資料と突合する際は、問題となる。採録者名は、同一
人物を判定する際の最も重要な要素であるが、括弧書きが付いているままで
は機械的に同一とは判断しないため、少なくとも採録者名の括弧書きは、分
離する必要がある。分離処理をし、括弧外の情報だけを採録者名として扱う
ことは容易である。しかし、括弧内の情報を利用する場合は、名前のみの場
合に名字を付加する、「通稱」などが付いている場合にはそれを取り除くな
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どしなければならないが、この処理をコンピュータにさせることは難しい。

iii．在籍地の地名
第四版から変更点として、第八版では、47道府県以外に「樺太」が登
場した。第十版では、さらに、台湾や朝鮮の行政区分が追加されている。
台湾の五州三庁（台北州、新竹州、台中州、台南州、高雄州、台東庁、花
蓮港庁、澎湖庁）すべてと、朝鮮の十三道（京畿道、忠清北道、忠清南道、
全羅北道、全羅南道、慶尚北道、慶尚南道、黄海道、平安南道、平安北道、
江原道、咸鏡南道、咸鏡北道）すべてが登場する。朝鮮は、さらに府とし
て、京城府、釜山府、平壌府の三つが登場する。なお、それぞれの採録者
数は、樺太 7名、台湾 304名、朝鮮 214名となっている。

（2）第十版から第十四版の変更点
i．囲み文字

第十四版では、記述部分に関するいくつかの項
目が、囲み文字で表現されるようになっている 19）。
図 9-1は、実際の画像である。囲み文字は、「趣」「宗」
「著」「家」 「綜税」「分税」「所税」「營税」「參」「電」
の 10種類が使われている。
このうち、「家」は、記述の後部で「家族は」と

いう文言で始まっていた記載に該当する。記載内
容自体に大きな変更はなく、家族の構成員である
と考えられる者と、血縁関係はあるが嫁いだり分
家したりといった理由により家族の構成員ではな
くなった者が記載されている。
また、第十版では、所得税を「A」、営業税を「B」
と記載していたが、囲み文字に変更されている。
「電」は、囲み文字ではなく単に「電」という記載
であったが、これも囲み文字に変更されている。
その他、「綜税」は綜合所得税、「分税」は分類

19） 囲み文字自体は、第十一版から使われるようになっている。第十一版では、「趣」
ではなく「趣味」、「宗」ではなく「宗教」となっているなどの違いがある。

図 9-1　第十四版の例
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所得税、「趣」は趣味、「宗」は宗教、「著」は著書であることが、凡例で
示されている。
「參」は、「參照＝」で示されていた参照人物の記載に該当する。しかし、
参照の部分については、他にも変更点がある。

ii．参照
参照人物の氏名は常にフルネームで記載されていたが、第十四版では、

直前の人物と同じ苗字の場合「同」で省略されるようになっている。例え
ば、「阿部舜吾、同泰二、同大六、同芳郞」というように記載されている。
また、参照人物の名前にコメ印（※）が付いている場合があったが、こ

のコメ印は付されなくなっている。

iii．記述部分
第十版までは、多くの場合、記述部分の冒頭は、「君は」から始まって
いたが、第十四版では、この記載が省略されるようになっている。また、
生年月日に関する記載について、これまでは「を以て生れ」「を以て生る」
（例：「明治九年九月を以て生れ」）という形式がほとんどであったが、単
に「出生」とされている（いずれも図 9-1参照）。

iv．職業欄の役職・肩書
第十四版では、株式会社の役職・肩書のうち、取締役、監査役、相談役

について、「役」が省略され、それぞれ、「取締」、「監査」、「相談」と表記
されている。

二　重複採録の出現
（1）第十版における重複採録
第十版の採録人数を単純に集計すると、26190名である。しかし、第十
版には、重複して採録されていると思われる採録者が存在する。例えば、
上村幸治郞は、ウ 43頁とカ 117頁に、次のように採録されている。
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ウ 43頁

上村幸治郞
越中屋、生絲商
京都府在籍
男　幸吉　明四四、一〇生
君は京都府人棚橋米吉の三男にして明治十三年十月を以て生れ先代アイの養子と
なり同二十年家督を相續す生絲商を營み越中屋と稱す長女秀（明三六、三生）は
京都府人西垣保に嫁せりＡ七一四（京都市上京區一條通淨福寺東入南新町在家町
三三一電西陣一二四六）

 カ 117頁

上村幸治郞
越中屋、生絲商
京都府在籍
男　幸吉　明四四、一〇生
君は京都府人柵橋米吉の二男にして明治十三年十月二十三日を以て生れ同二十年
先代アイの死跡を相續す越中屋と稱し生絲商を營む長女秀（明三六、三生）は京
都府人西垣保に嫁せりＡ七一四（京都市上京區一條智惠光院西入電西陣一二四六）

重複していると考えられる採録者は、13組存在した 20）。上村幸治郞の場
合は、読み方の違いで「うえむら」としてウの部、「かみむら」としてカ
の部に採録されているようだが、ア 22頁とア 23頁で重複して採録されて
いるような場合もある。その他、「吉田金助」と「吉田全助」、「高松長左
衞門」と「高松林之助」のように採録者名が異なっている場合もある。重
複採録のパターンは一様ではない。
また、上記の上村幸治郞でもそうであるように、重複採録と言っても、

記載内容が全く同一というわけではない。記述部分だけではなく、職業や
家族の列記部分が異なっている場合もある。

（2）第十四版における重複採録および再掲載
第十四版にも、第十版と同様に、重複して採録されていると思われる採

録者が存在する。これに加えて、第十四版は、補遺の扱いが問題となる。
第十四版は上下巻で構成され、下巻の巻末に補遺が掲載されている。

20） 第四版と第八版の間でおこなった同一人物の判定処理を第十版の中に対して実
行し発見した。
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第十四版の採録人数を単純に集計すると、本体に76347名、補遺に616名、
合計 76963名が掲載されている。補遺 616名を見ると、そのうち 517名は、
本体の方にも採録されていると判断される再掲載者であり、新規追加と考
えられる採録者は 99名しかいない。
補遺を除いた本体だけで見ると、重複していると考えられる採録者は、

61組存在した。3箇所で重複していると考えられる採録者も 1組存在する。
また、本体で重複採録されている者が、さらに補遺に掲載されているケー
スも 1件あり、補遺も合わせて見るとすれば、これも 3箇所に掲載されて
いることになる。

（3）重複採録・再掲載の処理
全体としては誤差であるとしても、重複分をそのまま集計することは適

切ではない。そこで、重複分は、どれか一つのみを計上することとする。
また、本稿では、第十四版について補遺を含めることとし、重複分と再掲
載分ともに、重複して計上しないこととする。
どれか一つのみを計上するとしても、重複掲載・再掲載は、相互の記載

が異なっているため、どの記載を採用するかで数値に差異が発生しうる。
この点について、本稿では、重複採録については、単純に記載の文字数が
多いものを採用することとした。また、補遺で再掲載されている場合には、
補遺がより正しい情報であると考え、文字数の量にかかわらず、補遺を採
用することとした。
重複分を除くと、第十版の採録者数は 26177名、第十四版の採録者数は

76383名となる。

三　採録者数・採録割合 21）の変化
（1）性別
第四版では、女性の場合、記述部分が、「女は」・「女史は」・「刀自は」
で始まるため、記述の冒頭部分で性別を判定することができた。しかし、

21） 社会全体のうち、『人事興信録』に採録される人数という意味で「採録率」と
いう用語を用いてきた。これに対して、『人事興信録』全採録者のうち、ある属
性を持つ採録者の割合という意味で、「採録割合」という用語を用いる。採録者
数の増減があるため、採録割合による分析も必要である。
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第八版では、女性でも「君は」から始まる場合があるため、第四版と同様
の手法で性別を判定することができなくなった。そこで第八版では、記述
中での続柄の表記を用い、「長女」や「妹」など女性を示す場合に、女性
と判定した 22）。
第十版は、記述の冒頭に関して、第八版と同じ状況である。第十四版に

至っては、既に述べたとおり、「君は」の表記自体がなくなっている。そ
のため、第八版と同じく、記述中での続柄の表記を用いる必要がある。
しかし、この手法は、「孫」や「庶子」といった性別が特定できない続

柄が使われている場合に、女性と判定できない。また、続柄の記載自体が
ない場合にも当然この手法は使えない。第十四版では、「東京府人にして
明治二十九年五月出生」のように、親名と 続柄の記載がないパターンが、
ざっと集計した限りで 9000名以上存在することがわかった。そのため、
第十四版では、女性であっても女性と判定できない採録者が多くなること
が予想される。
続柄以外に、家族列記部分でも性別を判断できる。すなわち、家族列記

部分に妻が記載してあれば男性、夫が記載してあれば女性と判断できる。
しかし、これら以外に性別を判断できる要素は、ほとんどない。考えられ
る要素としては、職業や学歴の記載である。例えば、当時は女性がなるこ
とがなかった職業や学歴の場合には、男性だと判断しうる。もっとも、人
事興信録の採録者は、ほとんどが男性であることを考えると、ここで必要
なのは、男性だと判断する基準ではなく、女性だと判断する基準である。
例えば、下記の小倉惠都子の記載のように、採録者名からは女性だと推測
できても、それ以外に、女性だと判断できる要素がない場合がほとんどで
ある 23）。

22） 増田・佐野「『人事興信録』（人事興信所）の研究（3）」『名古屋大学法政論集』
278号、218頁、220頁。

23） 記述中に「嫁し」たことが記載されている場合には女性と判断できるが、コン
ピュータによる取得が困難である上、例も非常に少ない。女学校を卒業している
場合も女性と判断できるが、これにより追加取得できる例も非常に少ない。
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小倉惠都子
資産家
東京府在籍
祖母　のぶ　明八、一一生、埼玉、竹村宗次郞三女、小倉（名）出資社員
君は東京府人小倉常吉の孫にして大正六年七月十一日を以て生れ昭和九年家督を
相續す資産家として知らる先代常吉は夙に實業界に入り小倉石油中央開墾各會社
長の外秩父セメント大社宮島鐵道滿洲棉花愛國生命保險關東瓦斯南朝鮮鐵道富國
徵兵保險金福鐵路公司各會社の重役を兼ね小倉合名會社代表社員にして東京府多
額納税者たり
父房藏（明一六、一一生）は各其妻子を伴ひ分家せり A六三九〇九（東京市赤坂
區氷川町五一電青山二〇〇〇）
参照＝小倉彦四郞、小倉房藏、※坂田清兵衞

他にほとんど手がかりがないため、後述の問題はあるが、採録者名も女
性の判断基準に加えることにする。具体的には、女性と判定する基準とし
て、採録者名の名前部分にひらがな・カタカナが 2文字以上使われている
場合を追加した 24）。2文字以上としたのは、1文字だと「安左エ門」のよう
に男性でも使われている例があるためである。また、名前のすべてがひら
がな・カタカナとしてしまうと、「かし子」のような漢字が使われている
パターンが取れないためである。
ただし、採録者名を判定材料に使うことは、あまり適切な手法ではない。

上記のパターンで女性が取得できるとしても、特定の名前パターンのみを
追加で取得することで、特定の年代に生まれた女性のみを多く取得してし
まう可能性がある。図 9-2は、第十版において女性と判断した採録者のう
ち、上記のパターンに当てはまる名前の割合を、出生年代ごとに集計した
結果である。例えば、1867～ 1876年に出生した女性採録者は、64名でそ
のうち 50名がひらがな・カタカナを 2文字以上含んでいるため、78％と
する。明治前半にあたる 1867～ 1886年は、80％前後であるが、徐々に割
合は下がっている。明治の終わりから大正期にあたる 1907～ 1926年では、
10％程度しかこのパターンに当てはまらず、ほとんどの名前が漢字となっ

24） この他に、最後に「子」が付く場合に女性と判定することも考えられるが、本
稿ではこれを採用していない。第 6部でも述べたように、最後に「子」が付く場
合でも、男性の場合が少なくないからである。例えば、第十版の「島田歌子」、「橘
川光子」を見ると、「島田歌子」は、「君は東京府人島田金雄の長男にして」とさ
れていることから、「橘川光子」には妻がいることから、それぞれ男性だと判断
できる。
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ている。このことから、大正期の女性に比べて、明治前半の女性が多く取
得できてしまい、結果に偏りが生じる可能性がある。
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図 9-2　女性採録者の出生年代とひらがな・カタカナを 2文字以上含む名前の割合

続柄に加えて、 家族列記部分と採録者名を性別の判定基準に加える場合、
相互に抵触することがあり得る。実際、第十版の籠宮市太郞は、記述が「君
は靜岡縣士族籠宮幸助の長女にして」となっているが、家族列記部分には
「妻　すゞ」がいる。第十版では、抵触する記載のある者が 2名、第十四
版では抵触する記載のある者が 6名存在する。いずれも記述中の方が誤り
と推測されたため、家族列記部分を優先することとする。以上をまとめる
と、第十版と第十四版については、①家族列記部分の「妻」または「夫」、
②記述中の続柄、③採録者名という順序で、性別を判断する。
表 9-1は、女性の採録者数と採録割合を示したものである。第十版の女

性の採録者数は、281名で、第八版の 67名に比べて 4倍以上、第四版と
比べると 21倍以上になっている。採録者数全体の増加を考慮しても、女
性の採録割合は、10倍以上に増えている。
ところが、第十四版では、女性の採録者数が 234名に減少する。第十四
版は、採録者の総数が非常に多くなっているため、採録割合で見ると、第
八版と同程度となっている。
既述の通り、第十四版については、続柄の記載がないパターンが 9000
名以上存在し、性別を特定できない可能性が高かった。実際、新しい判定
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方法を用いても、性別を判定できなかった採録者が 4515名存在する。第
十版で性別を判定できなかった採録者は、515名であったため、性別を判
定できない採録者が大きく増加しているのは事実である。 4515名中に女
性が一定数含まれているため、その分が女性として加算されることは十分
にある。しかし、性別が判明した 71848名中 234名しか女性がいないこと
を考えると、同様の割合であれば、4515名中に 14名程度だと予想される。
そうであるとすれば、やはり、第十版ほどの割合にはならず、第八版と同
程度と考えられる。

表 9-1　女性採録者数と採録割合
4版 8版 10版 14版

採録者数 13名 67名 281名 234名
採録割合 0.09% 0.27% 1.08% 0.31%

 （2）身分・位階・勲等・功級
身分・位階・勲等・功級は、最上位層の絶対数が限られていることから、

単純な人数として比較をおこなう。表 9-2と図 9-3～ 9-5は、それぞれの
採録者数を示した図表である。
第四版と第八版では、華族は、ほぼ 100% 採録されていた。この点につ

いて、『華族名簿』25）と比較したのが表 9-3である。各セル内の左側が『人
事興信録』の採録者数、右側が『華族名簿』で示されている人数である。
第十版、第十四版ともに、これまでと同じく、完全に一致してはいないが、
100% 近く採録されていると考えて良いであろう。ただ、これまでと異な
る点として、第十版・第十四版の侯爵と第十版の男爵において、『人事興
信録』の人数の方が多くなっていることが挙げられる。
位階・勲等の採録基準や特徴についても、これまでと同様に維持されて

いると考えられる。すなわち、正六位以下、勲七等以下において、採録者
数が一気に減少しており、採録基準の共通性を見いだせる。最上位層は、

25） 第十版に対しては、『華族名簿 昭和 9年 5月 20日調』（華族会館 , 1934）［http://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1916358］、第十四版に対しては、『華族名簿 昭和 18年 7
月 1日現在』（華族会館 , 1943）［http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1916370］を利用し
た（URLは 2019 年 3 月 5 日アクセス）。第四版と第八版については、（3）220～
221頁。
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人数の変化が少ないが、下位に行くに従って増加していく傾向も同じであ
る。功級に関しては、第四版と第八版で採録基準の変化が見られたが、第
十版と第十四版では、功六級で採録者数が一気に減少していることから、
第八版と同様の基準が見いだせる。
もっとも、それぞれの値を細かく見ると違いもある。例えば、第十四版

において、正六位・従六位の減少割合が、非常に緩やかになっている点で
ある。他の版では、従五位から正六位にかけて 10分の 1程度に急減少し
ているところ、第十四版では、3分の 1程度にしか減少していない。
また、第八版の採録者数は 25216名、第十版の採録者数は 26177名で、
両版の総数はほとんど変わらない。それにもかかわらず、位階の正四位・
従四位・正五位および、勲等の勲二～六等において、それぞれの採録者数
が 200名以上増加し、多いところでは、700名以上も増加している。この
点も、大きな差異の一つであろう。

表 9-2　身分別の採録者数
4版 8版 10版 14版

平民 9787名 19995名 21248名 69470名
士族 3163名 4241名 3902名 5930名
華族 934名 980名 978名 962名
不明 33名 0名 49名 21名

表 9-3　爵位ごとの採録者数と華族名簿の比較（人事興信録 ／ 華族名簿）
4版 8版 10版 14版

公爵 17 / 17 17 / 17 19 / 19 19 / 19

侯爵 37 / 37 39 / 39 41 / 39 44 / 42

伯爵 98 / 99 105 / 105 109 / 110 109 / 109

子爵 373 / 375 377 / 379 372 / 377 364 / 368

男爵 378 / 384 402 / 405 408 / 407 397 / 401

総数 903 / 912 940 / 945 949 / 952 933 / 939
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図 9-3　位階ごとの採録者数

図 9-4　勲等ごとの採録者数

図 9-5　功級ごとの採録者数
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（3）年齢
第十版・第十四版でもこれまでと同様に、幼年者から高齢者まで広く採

録者となっており、年齢構成は正規分布になっている（図 9-6）。各版の
平均年齢を見ると、第四版 51.3歳、第八版 52.6歳、第十版 52.9歳、第
十四版 53.6歳と、徐々に上がっている。図 9-6でも、版を追うごとに、
山が徐々に右に移動している様子がわかる。

図 9-6　年齢構成の比較
（横軸は数え年による年齢（旧暦は考慮していない）、縦軸は各年齢の採録割合）

（4）在籍地
表 9-4は、各道府県別 26）の採録割合を示したものである 27）。前の版（第
八版の場合は第四版）に比べて、採録割合が増加した場合に、数値を太字
で示した。第四版から第八版にかけては、増加している道府県に特に共通
性や法則というものは見出だせない。しかし、第八版から第十版にかけて
は、大都市部のみが増加している。さらに、第十四版になると、さらにこ
れとは逆になる。すなわち、第十版で増加した大都市部は、愛知県を除い
てすべて減少する。反対に、それ以外の道府県は、沖縄県を除いてすべて
増加している。

26） 第十四版の発行時点では、東京府から東京都になっているが、これまでの記述
と合わせるため、東京府および道府県のままとする。

27） 第十版、第十四版では、在籍地として「鶴岡市在籍」、「金澤在籍」、「神戸在籍」
と記載されている採録者がいたが、本研究では、それぞれ山形県在籍、石川県在籍、
兵庫県在籍と読み替えている。
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表 9-4　全採録者に対する道府県別の採録割合（前に比べて増加した場合に太字）
4版 8版 10版 14版

北海道 1.07% 1.46% 0.87% 1.57%

青森県 0.63% 0.67% 0.38% 0.50%

岩手県 0.58% 0.85% 0.51% 0.57%

宮城県 0.83% 1.19% 0.98% 1.16%

秋田県 0.56% 0.71% 0.40% 0.68%

山形県 1.14% 1.13% 0.97% 1.04%

福島県 1.14% 1.55% 0.89% 1.20%

茨城県 1.01% 1.47% 0.86% 1.22%

栃木県 1.29% 1.12% 0.71% 1.10%

群馬県 1.12% 1.14% 0.78% 1.04%

埼玉県 1.17% 1.51% 0.94% 1.45%

千葉県 1.26% 1.43% 0.84% 1.24%

東京府 19.35% 19.36% 29.50% 21.45%

神奈川県 2.30% 1.76% 1.52% 2.17%

新潟県 2.77% 2.18% 1.52% 2.11%

富山県 1.22% 1.18% 0.77% 1.04%

石川県 1.39% 1.30% 0.91% 1.32%

福井県 0.98% 1.03% 0.69% 0.97%

山梨県 1.08% 0.94% 0.63% 0.93%

長野県 2.36% 2.30% 1.52% 1.98%

岐阜県 1.61% 1.41% 1.02% 1.43%

静岡県 2.54% 2.26% 1.28% 2.19%

愛知県 3.57% 3.62% 4.21% 4.66%

三重県 1.72% 1.42% 1.15% 1.47%

滋賀県 1.41% 1.49% 1.04% 1.46%

京都府 3.26% 4.19% 5.17% 3.80%

大坂府 7.61% 10.39% 13.52% 9.76%

兵庫県 4.58% 5.04% 5.99% 5.28%

奈良県 0.75% 0.89% 0.54% 0.81%

和歌山県 1.14% 1.30% 0.84% 1.25%

鳥取県 0.50% 0.86% 0.50% 0.67%
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島根県 0.95% 0.84% 0.53% 0.74%

岡山県 2.36% 1.90% 1.51% 2.34%

広島県 1.31% 1.71% 1.10% 2.48%

山口県 2.48% 1.85% 1.53% 2.19%

徳島県 0.58% 0.71% 0.34% 0.65%

香川県 1.03% 0.76% 0.53% 0.92%

愛媛県 2.28% 1.39% 0.92% 1.36%

高知県 1.07% 0.98% 0.66% 0.81%

福岡県 3.08% 2.89% 2.20% 3.37%

佐賀県 1.46% 1.19% 0.85% 1.15%

長崎県 1.43% 1.14% 0.73% 1.11%

熊本県 1.24% 1.52% 1.02% 1.43%

大分県 1.57% 1.23% 0.82% 1.14%

宮崎県 0.52% 0.62% 0.29% 0.41%

鹿児島県 1.54% 1.51% 0.92% 1.18%

沖縄県 0.18% 0.31% 0.19% 0.08%

（5）職業
第 7部では、職業のうち、株式会社について検討した 28）。株式会社にお
いて何らかの役職・肩書を有している採録者の人数と採録割合を表 9-5に
示す。第四版と第八版については、約半数の採録者が、株式会社で何らか
の役職を有していると評価した。第十四版でも、この評価は当てはまる。
ところが、第十版は、37.6％と他の版に比べて、株式会社と関係する採録
者数が明らかに少なくなっている。
では、第十版において、代わりに何か別の職業が増えているのであろう

か。第十版の職業欄の記載を単純に表記だけで集計したところ、多い順に、
家主、地主、医師、資産家であった。これらを版ごとに集計、比較したも
のが表 9-6である。地主と家主は、地家主とされている場合もあるため、
この三つは「地主・家主」にまとめて集計をおこなった。
これを見ると、第十版では、資産家と医師に比べて地主・家主が急増し

28） 増田・佐野「『人事興信録』（人事興信所）の研究（4）」『名古屋大学法政論集』
280号、241頁以下。
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ていることがわかる。また、第十四版では、採録者数が第十版から 3倍近
くに増加しているため、資産家と医師の人数も、それに伴って増加してい
る。これに対して、地主・家主は、人数が減少している。
地主・家主については、他にも興味深い関係性がある。在籍地で見たよ

うに、第十版では、東京・大阪・兵庫・京都・愛知の採録者のみが増加し
ていた。地主・家主の在籍地を見ると、2115名がこれらの在籍地である。
これら以外の在籍地の地主・家主の人数は、第八版で 91名、第十版で
161名であるから、70名しか増えていない。すなわち、第八版から第十版
にかけて増加した 1910名のうち 1840名（96％）は、これら五つの道府県
の採録者ということになる。
また、第十版の特徴として、女性の採録者数が他の版に比べて多いこと

が挙げられる。第十版の女性採録者の職業を見ると、281名中128名が地主・
家主となっている。第八版の女性採録者 67名のうち、地主・家主や 5名
しかいないから、増加した女性採録者の半数以上は、地主・家主というこ
とになる。
このように見てくると、地主・家主の増加は、第十版の特徴である、女

性の採録割合の増加や大都市部の採録割合の増加と関係があると推測でき
る。

表 9-5　株式会社で役職・肩書を持つ採録者数と採録割合
4版 8版 10版 14版

採録者数 7438名 12235名 9851名 39009名
採録割合 53.4% 48.5% 37.6% 51.1%

表 9-6　職業別の採録者数の変化
4版 8版 10版 14版

地主・家主 7名 366名 2276名 1686名
資産家 182名 388名 548名 1343名
医師 65名 268名 635名 1723名
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（6）家族
第 7部では、家族の人数について検討した 29）。ここでは、性別について
は省略し、単純に人数のみを比較する。表 9-7は、記載部分ごとに人数を
示し、家族の合計人数と、採録者一人あたりの家族の平均人数（採録者本
人を含む）を示したものである。
版が進むに連れて平均人数が減少していることがわかる。記載部分ごと

に見ると、列記部分の人数は、やや減少傾向はあるが、採録者の増加に合
わせて人数が増加している。これに対して、記述部分の人数は、採録者の
増加よりも少ない割合でしか増加していない。すなわち、平均人数の減少
は、記述部分の人数の減少が大きく影響している。
そもそも、列記部分と記述部分のどちらに記載されるかについて、第四

版と第八版では、例言での説明は同じであるが、実際のルールは異なって
いた。実際に第四版の列記部分に記載されていたのは、男性は 20歳以上、
女性は 15歳以上で、それ以外に続柄に限定はなく、親等がかなり遠い者
も記載されていた。第八版の列記部分では、男性は 20歳以上、女性は 15
歳以上であることは同じであるが、続柄が限定され、直系の親族およびそ
の配偶者のみが記載されていた。
第十版と第十四版では、凡例にルールが記載してある。第十版では、年

齢について、21歳以上の子息と 16歳以上の息女、という変更がされている。
さらに、第十四版では、年齢について、20歳以上の子息と 17歳以上の息
女に変更されている。
また、第十版と第十四版では、第八版には記載されていなかった曾祖父

母、祖父母、孫という続柄が明記されるようになっている。これは、直系
の親族と同義であり、第八版からルールが変更されたわけではなく、凡例
の説明が正確になったことになる 30）。
第四版は、続柄に限定がなく、他の版と大きく異なるので、単純に比較

することは難しい。これに対して、第八版・第十版・第十四版は、年齢の
区分がわずかに異なるだけであるから、単純に比較しても誤差の範囲と思
われる。

29） 同前、250頁以下。
30） なお、第十四版では、記述部分に妻や父母が記載されていることがある。第八版
では、このような例はほとんどなく、後述の粗雑な記載とも関連すると考えられる。
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そこで、記述部分での変化を検証するために、第八版と第十四版の記述
部分の続柄を比較したのが表 9-8である。表 9-8では、多く出現する 6種
類の続柄を取り上げた。第十四版の採録者数は、第八版の約 3倍であるた
め、それに伴って、それぞれの人数も増加しているのが自然であろう。表
9-8を見ると、孫以外の続柄は、2～ 3倍程度に増加している。しかし、
孫については、ほぼ同数であり、採録者数の増加を考えると、実質上かな
り減少していると考えられる。このことから、第十四版での平均人数の減
少は、孫を含む息子世帯の記載が減少していることが原因の一つではない
かと思われる。

表 9-7　『人事興信録』に記載されている家族の人数（単位：人）
4版 8版 10版 14版

採録者 13917 25216 26177 76383

列記 51319 82194 82222 223097

記述（家内） 31633 62450 52625 99669

計 96869 169860 161024 399149

平均人数 6.96 6.74 6.15 5.23 

表 9-8　記述部分（家内）の続柄別の人数（単位：人）
8版 14版

二男 5553 13848

三男 4977 9606

長女 4158 11820

二女 4460 10624

弟 4274 8331

孫 13785 13187

（7）採録者の入れ替わり
第 6部では、第四版と第八版の間での同一人物の判定方法と、それによ
り同一人物だと判定した人数と割合を示した 31）。これと同じ判定方法によ

31） 増田・佐野「『人事興信録』（人事興信所）の研究（3）」『名古屋大学法政論集』
278号、229頁以下。
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り、第八版と第十版、第十版と第十四版の間での同一人物の人数とその割
合を示す。なお、ここでの割合について確認しておくと、前の版の人数が
母数となる。すなわち、第四版と第八版では、第四版の 13917名が母数と
なり、その中の 5336名が第八版でも採録者となっているから、38.3％が
第八版でも採録者となっていることとなる。
結果は、表 9-9のとおりである。第四版と第八版の間は、13年離れて

いることから、採録者の入れ替わりが多いようにも考えられた。しかし、
第八版と第十版の間では、6年離れているに過ぎないが、約半分しか採録
されていない。逆に見れば、約半分の採録者は、採録から落ちていること
を意味する。
第十版と第十四版の間は、9年離れているにもかかわらず、第八版と第

十版の間よりも、 採録されている割合が高い。もっとも、第十四版の採録
者数が、第十版よりも 3倍近くに増えており、このことが、採録され続け
ている割合の高さに繋がっている可能性もある。後の版の採録者数も考慮
して比較する必要があるだろう。
表 9-9では、前後の版での同一人物を見ているため、一旦採録者から外

れて、再度採録者に復帰した者については、ここに表れていない。この点
について、第四版で採録者であったが、第八版では不採録となり、第十版
で採録者として復帰した者を探してみると、303名を発見することができ
た。このようなパターンも少なくないことがわかる。

表 9-9　同一人物の人数と割合
4版－ 8版 8版－ 10版 10版－ 14版

人数 5336名 12572名 15864名
割合 38.3% 49.9% 60.6%

四　粗雑な記載の採録者の増加
『人事興信録』の採録者数は、 第四版 13917名、第八版 25216名、第十
版 26177名、第十四版 76383名と増加し続けている。採録者数の増加に伴っ
て、記載の誤りや不備が増えていくことは自然なことだと思われる。しか
し、その増加は、採録者数の増加を上回る割合で増えている。
まず、既に述べたところであるが、 第十版では 13組、第十四版では 61
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組の重複採録が見つかっている。これは、第四版と第八版では、全く見ら
れなかったことである。第十版と第十四版の間で見ても、5倍近くに増え
ている。
次に、これも既に述べたところであるが、第十四版では、親名と続柄の

記載がないパターンが、9000名以上存在する。第八版では約 20名、第十
版では約 400名であるため、これも高い割合で増加している。
また、続柄の記載がないことは、性別の判定にも影響したが、本章の手

法を用いて性別判定をした場合、性別が判定できない採録者数は、第八版
で 92名、第十版で 506名、第十四版で 4551名となる。これも採録者の増
加割合以上に増加している。
生年月日についても、記載されていない採録者が増えており、第八版で

2名、第十版で 100名、第十四版で 1481名となっている。
続柄や生年月日は、すべて記述部分に依存するものであるが、そもそも

記述部分が全くない採録者が、第十版と第十四版に一名ずつ存在する。わ
ずか一名ずつではあるが、第四版と第八版では存在しないことを考えると、
やはり大きな変化である。
以上の点を考えると、『人事興信録』は、 第四版と第八版に比べると、
第十版、第十四版と行くに連れて、粗雑な記載内容の採録者が増えている
ことを指摘できる。第四版と第八版では、一定程度の情報を集めた上で掲
載していた、あるいは、情報を集められた人だけを掲載していたのに対し
て、第十四版では、粗雑な情報しかない状態であっても、とにかく掲載を
していたとも推測できる。第十四版に関しては、出版が戦時下であるため、
十分な調査が不可能であったという事情も考えられる。
また、重複採録が増えた点からは、採録者情報の十分な管理ができなく

なったことも考えられる。第八版に比べると、第十四版は、3倍程度に人
数が増えているため、管理が行き届かなくなった可能性はある。しかし、
第十版との間では、採録者数の増加はわずかであるにもかかわらず、重複
採録が 13組も発生している。この間で、業務手順の変更などにより、採
録者情報の管理に不備が生じた可能性がある。

 粗雑な内容の採録者が増えた原因については、現段階では推測以上のこ
とはできないが、粗雑な内容の採録者が増えたという事実は重要である。
粗雑な内容の採録者が増えるということは、その分、誤差の範囲が拡大す
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るからである。精緻な記載がされている版と粗雑な記載が多い版を比較す
る際には、この誤差をどう考慮するか問題になりうる。また、割合を算出
する際に、粗雑な内容の採録者を母数に含めるかべきかも問題となろう。

結語
『人事興信録』は、近代日本の社会経済政治の変化を反映している人事
情報データベースとして有力な研究資料と考えられるにもかかわらず、基
本情報が不明であることから、研究資料として十分な利用がされてこな
かった。そこで、『人事興信録』のデータベースシステム化による分析を
通じて、基本情報を明らかにすることを試みた。
『人事興信録』の記載項目と記載形式については、まず第四版について
詳細に分析した上で、その後、第八版、第十版、第十四版で変化している
点について述べた。各版とも、形式や項目が少しずつ変化しており、分析
の際にはその変化を考慮する必要があろう。コンピュータで 『人事興信録』
を処理する際には、版ごとに調整が必要となる。
『人事興信録』の内容面について、客観的に明確な採録基準というのは、
今回の分析からも定義することはできなかったが、位階であれば従五位以
上、勲等であれば勲六等以上など、一定の基準や傾向を見出しうることが
わかった。
採録者の年齢は、各版とも、幼年者から高齢者まで幅広く、50代半ば
を中心に正規部分布していることが明らかとなった。また、採録者の在籍
地からは、全国の地域をカバーしていることが明らかとなった。第八版で
は、樺太をカバーし、第十版では、朝鮮、台湾もカバーするなど、地域は
拡大している。
『人事興信録』は、家族の情報や生年月日が掲載されている点で、『日本
紳士録』とは大きく異なる。『人事興信録』特有のこの情報を処理するこ
とで、同一人物や親子関係を特定することが可能であることも明らかと
なった。
最後は、『人事興信録』第四版から第十四版までの各集計値を一覧した。

もっとも、本稿は、変化を客観的に提示しているのみである。変化の意味
については、これが社会の変化に応じたものであるのか、あるいは、『人
事興信録』の編集上の要因によるものであるのか、今後、検証を重ねてい
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く必要がある。その上で、様々な属性を持った個人と集団が、実際の社会・
経済・政治とどのように関係し影響し変化したかという問題を、立体的で
俯瞰的なアプローチにより説明していきたいと考えている。

＜付記＞
本論文については、次の公的資金の一部を使わせていただいた。
・ 平成 28-30年度科学研究費補助金基盤研究（A）（研究課題番号 16H01998）
・ 平成 27年度科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（研究課題番号 15K12160）


	下版_1903140088（名大法学部「法政論集　282号」）表紙1
	下版_190620（粕谷_名大法学部「法政論集　282号」）本文
	下版_1903140088（名大法学部「法政論集　282号」）表紙


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


